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①　事務事業の目的・内容

平成30年度 令和元年度 目標方向

1 99.7 99.7 ↑
2 1 1 ↓
3
4
5

0.11 726 726 0.11 726

0 0 0 0 0

②R1年度
に実施し
た取り組
み

安全衛生委員会を開催し、ストレ
ス・時間外勤務・年休の実態を報告
し、改善に向けて協議した。

④今後の改
善計画

時間外労働は、１ケ月４５
時間、１年３６０時間以内
を徹底する。働き方改革の
研修を実施する。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業を現状どおり継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R1年度
の改善計
画

長時間労働を抑制する。年次有給休
暇の取得率を向上する。

③取組の課
題

週休日の振り替えができない職場
がある。恒常的に時間外勤務を行
う職員がいる。メンタル休職職員
をゼロにする。

目標達成度 B達成できなかった

町関与の必要性 Ａ町が担うべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ａ削減の余地はない

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 A 必要性は高まると考えられる 有効性

内訳
一般職員（人・千円） 0.11

臨時職員（人・千円） 0

③　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

2,325 2,414 2,708
人件費（千円）B 726 726 726

全体事業費（千円）A+B 3,051 3,140 3,434
財源
内訳

直接事業費Ａ 2,325 2,414 2,708
　　　　　うち一般財源

平成30年度（決算） 令和元年度（決算） 令和2年度（予算）

% 100
病気休暇・休業者（メンタル）数の減 3 人 0

事業内容

・職員の定期健康診断、各種がん検診、人間ドック、脳ドックの受診
（費用については、定期健康診断及び人間ドックの一部を町負担）
・診断結果を産業医に診てもらい、必要であれば面談等を実施
・長時間労働を抑制するとともに長時間労働者への産業医面談を実施
・年次有給休暇の取得率の向上

②　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 平成29年度 単位 令和2年度（目標）

定期健康診断又は人間ドック受診割合 100

主要施策
③　人材育成

事業
目的 対象 職員

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

職員が心身共に健康で職務に専念できることによ
り、公務能率が維持及び向上する。

施　策
語らいのあるまち 課名 総務課
行財政運営の充実したまちをつくる 係名 人事係
町民サービスの向上

事務事業Ｎｏ． 1- 3

事業名 職員健康管理事業
会計
一般


